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学会等における活動
日本口腔衛生学会評議員（昭和60年～）
日本口腔衛生学会東北地方会理事（平成元年～）
日本口腔衛生学会フッ化物応用委員会委員（平成10年～）
日本口腔衛生学会査読委員（平成10年～）
社会における活動
山形県歯科保健医療推進協議会委員（平成 9年～11年）
仙台市歯科保健実態調査検討会議委員（平成11年）
山形県歯周疾患検診事業委員（平成15年）
健康しもにた21「8020」推進員会委員（平成15年）
日本むし歯予防フッ素推進会議理事（平成 2年～平成10年）
NPO法人日本むし歯予防フッ素推進会議理事（平成10年～）
日本禁煙医師連盟宮城支部理事（平成10年～平成20年）
NPO法人禁煙みやぎ理事（平成20年～）
東北大学病院喫煙対策委員会委員（平成22，23年）

1業 績 目 録
1974～2011 
・著書・編著
 1. 岐路にたつ歯科教育　－現状分析と改革の勧告－  
坂本征三郎（監修，監訳），東北大学歯学部予防歯科学教室訳  
第 3章，第 9章（田浦勝彦訳）1996　丸善出版
 2. 歯科医師と歯科衛生士のための栄養学（分担）  
蓬田安弘，田浦勝彦　1998　日本歯科新聞社　
 3. フッ化物応用と健康　－う蝕予防効果と安全性－  
日本口腔衛生学会フッ化物応用研究委員会編・社会的問題  
田浦勝彦，山下文夫（分担）1998　（財）口腔保健協会
 4. 実践予防歯科 予防歯科臨床教育協議会編；13章　地域歯科保健への支援
1 .患者個人から家族単位の治療へ  
2 .家族から地域単位の保健・予防・治療へ  
田浦勝彦（分担）　1999　医歯薬出版
 5. むし歯とキッパリ別れる本　フッ素に関する誤解・曲解・正解（分担）  
山下文夫，田浦勝彦，木村年秀 1999　早稲田出版　
 6. 虫歯をキック！　なぞなぞ山のフッソマン（分担）  
市来英雄，田浦勝彦　1999　砂書房
 7. 虫歯の敵は幾万ありとても（分担）  
山下文夫，田浦勝彦，藤野悦男，木村年秀　2000　健友館　
 8. フッソで健康づくり（分担）田浦勝彦，磯﨑篤則，小林清吾　2000　砂書房
 9. だれにでもできる　小さな努力で　確かな効果　－フッ化物とう蝕予防－  
田浦勝彦，木本一成，磯﨑篤則，田口千恵子，小林清吾　2001　砂書房
 10. フロリデーション問答集　久米島バージョン  
（社）沖縄県歯科医師会・沖縄県具志川村  
2002　（株）大創出版部　
2 11. 米国におけるう蝕の予防とコントロールのためのフッ化物応用に関する推奨
米国国立疾病管理センタ （ーCDC）　日本口腔衛生学会フッ化物応用委員会
訳 　2002　（財）口腔保健協会　
 12. 日本におけるフッ化物製剤（第 6版）－フッ化物応用の過去・現在・未来 
－  
NPO法人日本むし歯予防フッ素推進会議編　　2002　（財）口腔保健協会
 13. 日本におけるフッ化物製剤（第 7版）－フッ化物応用の過去・現在・未来 
－  
NPO法人日本むし歯予防フッ素推進会議編　　2004　（財）口腔保健協会
 14. おしえてフッソマン　フッソってなあに？　　境　　脩監修，市来英雄，  
田浦勝彦著，松元祐子絵  2004　砂書房　　
 15. わかりやすいフッ素の応用とひろめかた　　－21世紀の健康づくりとむし
歯予防－  
境　　脩，小林清吾，佐久間汐子，田浦勝彦，八木　稔， 2005　学建書院
 16. フロリデーション・ファクツ 2005　－正しい科学に基づく水道水フッ化物
濃度調整－  
（翻訳）小林清吾，田浦勝彦，境　　脩　監修，2006　（財）口腔保健協会
 17. 歯医者に聞きたい　フッ素の上手な使い方　－お口の健康づくりをすすめる
ために－　　田浦勝彦，木本一成編，　2009　（財）口腔保健協会 
 18. 日本におけるフッ化物製剤（第 8版）－フッ化物応用の過去・現在・未来－
NPO法人日本むし歯予防フッ素推進会議編，　2010　（財）口腔保健協会
 19. フッ化物応用の科学　一般社団法人　日本口腔衛生学会　フッ化物応用委員
会編 　2010　（財）口腔保健協会
 20. 新フッ化物ではじめるむし歯予防　筒井昭仁，八木稔編　  
田浦勝彦：う蝕予防とフッ化物応用の歴史107～110，116～119頁，2011　
医歯薬出版
・　研究論文
 1. 無歯科医地区学童を対象とした歯科保健計画  
高木興氏，井上博之，田浦勝彦，白戸勝芳，岩倉政城，塚田満男，島田義弘，
真柳秀昭，五十嵐公英，  口腔衛生学会雑誌　28( 2 ) : 169-179，1978
3 2. Russell の Periodontal Index.の部分診査法についての研究　  
島田義弘，田浦勝彦，白戸勝芳        口腔衛生学会雑誌　29( 3 ) : 318-327，
1979
 3. 保育園児における乳歯齲蝕と食習慣および刷掃習慣について　  
田浦勝彦     口腔衛生学会雑誌　31( 3 ) :174-188,1981
 4. Influence of tooth-to-denture-base discrepancy on space closure following 
premature loss of deciduous teeth  
Inoue,N., Kuo,C.H., Ito, G., Shiono,K., Kuragano,S., Kamegai, T.,  
Seino, Y., Yuyama, Y., Takagi,O., and Taura K;. Am. J. Orthod. 83( 5 ) : 428-
434,1983..
 5. TOOTH BRUSHING HABIT AND CARIES INCREMENT IN NURSERY 
SCHOOL CHILDREN.  
Taura, K., and Shimada, Y., 口腔衛生学雑誌　33( 4 , 5 ) : 441-446, 1983
 6. 保育園児における歯肉炎の歯垢，刷掃ならびに食習慣との関連について  
田浦勝彦，島田義弘，東北大学歯学雑誌　 3 ( 1 ) : 1 - 8，1984
 7. RELATIONSHIP BETWEEN DIETARY HABITS AND CARIES INCREMENT 
IN NURSERY SCHOOL CHILDREN.  
Taura, K., and Shimada, Y.,:口腔衛生学雑誌　34( 1 ) : 33-39, 1984
 8. 保育園児の乳歯列における初期齲蝕性病変の進行について  
田浦勝彦，高橋紀子，島田義弘，高木興氏， 口腔衛生学会雑誌　34( 2 ): 81-
87，1984
 9. 中学校生徒における歯科疾患と Discrepancy  
高木興氏，田浦勝彦，高橋紀子，塩野幸一，伊藤学而，小児歯誌　24( 2 ) : 
304-310，1986
 10. 保育園児における食習慣と齲蝕有病について　－甘味飲食物の摂取制限によ
る影響－  
田浦勝彦，村上明継，高橋恵津子，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　36( 3 ) : 
232-239,1986
 11. 改良型咬合面形態修正法による齲蝕予防効果　高木興氏，田浦勝彦，島田 
義弘，口腔衛生学会雑誌　37(3) : 250-255,1987
 12. 一農村地区の40～69歳住民における補綴の状況と必要度について  
田浦勝彦，深瀬啓之，島田義弘，　東北大学歯学雑誌　 7 ( 1 ) : 63-67,1988
4 13. 某高等専門学校の1975年～1987年度学生における齲蝕有病状況  
千葉潤子，高橋紀子，田浦勝彦，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　38( 5 ) : 
677-681,1988
 14. Detection of Approximal Caries in Deciduous Molars - A Comparison between 
Radiographic and Fiber Optic Diagnoses -  
Taura, K., Takagi, O., Takahashi, N., and Shimada, Y.,  
口腔衛生学会雑誌　39( 5 ) : 657-662, 1989
 15. 永久歯平均喪失年齢の年次推移における男女差について   
深瀬啓之，田浦勝彦，島田義弘，  東北大学歯学雑誌　 8 ( 2 ) :  85-92, 1989
 16. 母親とその幼児の齲蝕並びに齲蝕活動生の関連について　  
斎藤恵一，田浦勝彦，島田義弘，   東北大学歯学雑誌　 8 ( 2 ) : 93-97,1988
 17. 保育園児における乳歯の咬耗について  
斎藤恵一，田浦勝彦，島田義弘，   口腔衛生学会雑誌　40( 1 ) : 24- 36,1990
 18. Detection of Approximal Caries in Deciduous by Oral Inspection and Fiber Optic 
Transillumination.   
Taura, K., and Shimada, Y., 口腔衛生学会雑誌　40( 1 ) : 60-65, 1990
 19. 乳歯列における咬耗と歯科疾患並びに歯口清掃との関係について  
斎藤恵一，田浦勝彦，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　40( 2 ) : 181- 184,1990
 20. 男性成人における皮膚色および喫煙習慣の歯肉色素沈着との関係について  
浅沼　愼，田浦勝彦，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　40( 2 ) : 185- 189,1990
 21. 一農村地区の住民における口腔状況の 5年間の変化について  
深瀬啓之，田浦勝彦，坂本征三郎，東北大学歯学雑誌　11: 61-66,1992
 22. 歯科疾患実態調査から予測する日本人8020の到達時期  
田浦勝彦，坂本征三郎，坂本昌子 , Chester W. Douglass，  
口腔衛生学会雑誌　45( 1 )： 28-34,1995.
 23. フッ化物洗口法の経済効果　－フッ化物洗口法の全国的導入が永久歯齲蝕
（ 5～24歳）推計治療費に及ぼす影響の推測－  
田浦勝彦，坂本征三郎，坂本昌子 , Chester W. Douglass  
口腔衛生学会雑誌　46( 3 ) : 226-232,1996
5 24. 某健康保険組合診療室による医療費の抑制効果　  
小澤雄樹，岩倉政城，田浦勝彦，押切邦中，坂本征三郎，口腔衛生学会雑誌
48( 5 ): 678-684,1998
 25. 宮城県内幼稚園児の齲蝕有病状況と歯科受診ならびに歯科医師への要望との
関連について  
田浦勝彦，楠本雅子，王予江 ，口腔衛生学会雑誌　49( 2 ): 169-177,1999
 26. Effects of Toothbrushing with 0.02% Sodium Fluoride Solution on Caries Pre- 
valence of Deciduous Teeth in Japanese Infants    
K.Taura, M.Kusumoto and S. Sakamoto,  Dentistry in Japan, 36:88-92, 2000
 27. わが国の小学校教科書「保健」（ 5・ 6年）にみられる歯科関連事項に関する
一考察  
田浦勝彦，日本歯科医学教育学会雑誌，16：85-90，2000
 28. ラットにおけるフッ素とアルミニウムの生体への吸収とトランスフェリン結
合型アルミニウムについて  
楠本雅子，佐藤　勝，田浦勝彦，四ツ柳隆夫，坂本征三郎  
口腔衛生学会雑誌 50( 2 ), 236-246, 2000
 29. 日本におけるフッ化物応用に関する現状と将来の保健戦略  
鶴本明久，八木　稔，田浦勝彦，磯崎篤則，小林清吾，境　　脩，  
口腔衛生学会雑誌　50( 2 ): 296-301,2000
 30. 3歳児齲蝕有病率と地域社会経済文化的要因　－地域格差につながると考え
られる問題点について－  
坂本昌子，田浦勝彦 , 楠本雅子， 口腔衛生学会雑誌　51( 1 ) : 20－28，2001
 31. 韓国の口腔保健推進への取り組みについて　－口腔保健法と地域水道水
フッ化物濃度適正化20周年記念から今後のわが国の口腔保健への提言－  
田浦勝彦，晴佐久悟，山本武夫，浪越建男，互亮子，田口円裕，田口千恵子，
千葉順子，楠本雅子，境　　脩，金鎭範，口腔衛生学会雑誌　52( 3 )，
168－174，2002
 32. 宮城県内におけるフッ化物配合歯磨剤の利用状況について  
井川恭子，田浦勝彦 , 楠本雅子：千葉順子，針生ひろみ，小関健由，  
口腔衛生学会雑誌　53( 5 ) ; 554-563，2003　
6 33. Study on effect of dental caries prevention in kindergarten children and 
schoolchildren in Nanchang City, PR China Preliminary survey and preschool- 
and school-based programs for dental caries prevention  
Kazunari Kimoto, Katsuhiko Taura, WenQun Song, XueQun LI, YuJiand Wang, 
HongShui Zhu, Yukio Hirata and Hirohisa Arakawa,  
The Bulletin of Kanagawa Dental College, 31( 2 ):143-149, 2003
 34. 市民（成人，障害者，生徒）における歯科保健の現状と課題「仙台市歯科保
健実態調査」結果（第 1報）  
塚田満男，田浦勝彦，日本公衆衛生雑誌　53( 7 ); 630-638，2003
 35. 日本における集団応用でのフッ化物洗口に関する実態調査－「健康日本21」
における2005年中間評価に向けて－  
木本一成，晴佐久悟，田浦勝彦，志村匡代，藤野悦男，山本武夫，葭原明弘，
磯﨑篤則，荒川浩久，小林清吾，境　　脩，口腔衛生会誌55：199－203，
2005
 36. 日本における集団応用でのフッ化物洗口に関する実態調査 －第 2報 施設
別，都道府県別の普及状況－  
木本一成，安藤雄一，晴佐久悟，田浦勝彦，小林清吾，荒川浩久，磯﨑篤則，
境　　脩，口腔衛生会誌55：608－615，2005
 37. 日本の小学校における保健学習用の口腔関連記述に関する検討  
田浦勝彦，木本一成，荒川浩久，志村匡代，晴佐久悟，磯﨑篤則，小林清吾， 
口腔衛生会誌56：302－308，2006
 38. 某高等専門学校男子学生における1975年から2005年のう蝕有病状況の改善
について  
田浦勝彦，山田雄大，鈴木　淳，伊藤恵美，井川恭子，丹田奈緒子，鷲尾 
純平，小関健由，東北大学歯学雑誌 , 28（ 1）; 13-17, 2009
 39. 日本における集団応用でのフッ化物洗口に関する実態調査　－施設別，都道
府県別の普及状況（2008）－  
木本一成，田浦勝彦，田口千恵子，相田　潤，晴佐久悟，葭原明弘，安藤 
雄一，荒川浩久，境　　脩  
口腔衛生学会雑誌， 第59巻，第 5号，586-595，2009
7 40. フッ化物洗口の都道府県別にみた普及の推移  ～国の政策が果たした役割の
検討～  
田浦勝彦， 相田　潤，安藤雄一，晴佐久悟，田口千恵子，木本一成，葭原  
明弘，筒井昭仁，眞木吉信，荒川浩久，飯島洋一，磯﨑篤則，小林清吾，  
小関健由，  
口腔衛生会誌 60:556-562, 2010
 41. 日本国内における花崗岩地質の分布と水道水中フッ化物イオン濃度の関係  
晴佐久悟，相田　潤，大石憲一，大石恵美子，田浦勝彦，筒井昭仁，黒瀬 
真由美，境　　脩，口腔衛生会誌 61:203-208, 2011
 42. 日本国内における水道水中フッ化物イオン濃度と3歳児齲蝕有病者率の関係
相田　潤，晴佐久悟，大石憲一，大石恵美子，田浦勝彦，筒井昭仁，黒瀬 
真由美，境　　脩，口腔衛生会誌 61:209-214, 2011
・　学会発表
 1. 無歯科医村学童診療 3年間の効果（抄）  
高木興氏，井上博之，田浦勝彦，白戸勝芳，岩倉政城，島田義弘，大村武平，
五十嵐公英，真柳秀昭，高田宣之，鈴木和之，みちのく歯学誌，  
6 ( 2 )：33-35，1975
 2. P.I. の部分診査法について予備的研究（抄）  
島田義弘，田浦勝彦，白戸勝芳，口腔衛生学会雑誌　27( 3 ) : 213，1977
 3. P.I. の部分診査法について　第 2報（抄）  
島田義弘，田浦勝彦，白戸勝芳，口腔衛生学会雑誌　28( 3 ) : 379，1978
 4. 低年齢児の食物摂取について（抄）  
田浦勝彦，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　28( 3 ) : 397，1978
 5. 乳歯齲蝕ならびに歯垢付着状況と刷掃習慣との関係について（抄）  
田浦勝彦，島田義弘，みちのく歯学誌，10( 1 , 2 )：16-19，1979
 6. 仙台市内保育園児における乳歯齲蝕有病状況について　－昭和33年の川崎
市乳幼児との比較－（抄）  
田浦勝彦，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　29( 2 ) : 158，1979
 7. 仙台市内保育園児における乳歯齲蝕と歯口清掃との関係（抄）  
田浦勝彦，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　29( 2 ) : 159，1979
8 8. 仙台市内保育園児における乳歯齲蝕と食習慣および刷掃習慣の現状との関係
（抄）  
田浦勝彦，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　30( 3 ) : 225，1980
 9. 定期歯科健診における隣接面齲蝕の見落としについて（抄）  
島田義弘，白戸勝芳，田浦勝彦，小澤雄樹，高木興氏，  
口腔衛生学会雑誌　30( 3 ) : 227,1980
 10. 衣川地区，1964～1966年生まれ世代における discrepancy（抄）  
高木興氏，田浦勝彦，亀谷哲也，郭敬恵，井上直彦，  
小児歯誌　18( 2 ) : 432-433，1980
 11. 低年齢児における乳臼歯隣接面齲蝕の検出について（抄）  
高木興氏，田浦勝彦，高橋紀子，島田義弘，  
みちのく歯学誌，12( 1 , 2 ) : 6 - 9，1981
 12. 衣川地区，世代別の顎顔面形態（抄）  
清野幸男，亀谷哲也，花岡　宏，高木興氏，田浦勝彦，  
小児歯誌　19( 1 ) : 240，1981
 13. 中学校生徒における歯科疾患と Discrepancy（抄）  
高木興氏，田浦勝彦，高橋紀子，塩野幸一，伊藤学而，  
小児歯誌　19( 1 ) : 400，1980
 14. 低年齢児における乳臼歯隣接面齲蝕の検出について－視診による判定と X
線診査による判定との関係－（抄）  
田浦勝彦，高橋紀子，島田義弘，高木興氏，みちのく歯学誌，12( 1 , 2 ): 7 -
10，1982
 15. 保育園児における食習慣の経年調査成績と齲蝕増量について（速報）  
田浦勝彦，島田義弘，　口腔衛生学会雑誌　32( 3 ) : 203，1982
 16. 保育園児の乳歯列における初期齲蝕性病変の進行について（抄）  
田浦勝彦，高橋紀子，島田義弘，高木興氏，　小児歯誌，21( 3 ): 576，1983
 17. 保育園児における歯肉炎の歯垢，刷掃ならびに食習慣との関連について
（抄）  
田浦勝彦，島田義弘，　東北大学歯学雑誌　 2 ( 2 ) : 146，1983
 18. 保育園児における乳歯齲蝕と食習慣および刷掃習慣との関係　  
田浦勝彦，島田義弘，　口腔衛生学会雑誌　32( 5 ) :493-503,1983
9 19. ガラス線維照明装置による乳臼歯隣接面齲蝕の検出について（速報）  
田浦勝彦，島田義弘，　口腔衛生学会雑誌　33( 3 ) :228-229,1983
 20. 保育園児における食習慣と齲蝕有病について　－甘味飲食物の摂取状況につ
いて－（速報）  
田浦勝彦，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　34( 4 ) : 302-303,1984
 21. 一農村地区の40～69歳成人における欠損歯の補綴状況について（抄）  
田浦勝彦，島田義弘，　みちのく歯学誌　16( 1 , 2 ) : 37-39,1985
 22. 保育園児における食習慣と齲蝕有病について－甘味飲食物の摂取制限による
影響－（速報）  
田浦勝彦，村上明継，高橋恵津子，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　35( 4 ) : 
462-463,1985
 23. 低年齢児における乳臼歯隣接面齲蝕の発生と進行について（速報）  
高木興氏，田浦勝彦，高橋紀子，島田義弘，　口腔衛生学会雑誌　35( 4 ) : 
580-581,1985
 24. 乳臼歯隣接面齲蝕の検出について　－ X線診査成績と透視診査成績との比
較－（速報）  
田浦勝彦，高木興氏，高橋紀子，島田義弘，　口腔衛生学会雑誌　35( 4 ) : 
582-583,1985
 25. 乳歯の咬耗度について（抄）  
斎藤恵一，田浦勝彦，島田義弘，みちのく歯学誌　17( 1 , 2 ) : 67-68,1986
 26. 一農村地区の40～69歳住民の補綴状況と義歯製作の必要度について（抄）  
田浦勝彦，深瀬啓之，島田義弘，　みちのく歯学誌　17( 1 , 2 ) : 77,1986
 27. 一農村地区の40～69歳成人における齲蝕，歯周疾患ならびに欠損歯の補綴状
況について　　  
田浦勝彦，島田義弘，　東北大学歯学雑誌　 5 ( 1 ) : 1 - 7 ,1986
 28. 乳臼歯隣接面齲蝕の検出について－視診型と透視診査の併用による追跡調
査－（速報）　      
田浦勝彦，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　36( 4 ) : 548-549,1986
 29. 乳歯の咬耗度の進行状況について（速報）  
斎藤恵一，田浦勝彦，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　36( 4 ) : 556-557,1986
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 30. 低年齢児における乳臼歯隣接面齲蝕の発生と進行について（速報）  
高木興氏，田浦勝彦，高橋紀子，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　36( 5 ) : 
594-600,1986
 31. 乳歯の咬耗の進行状況について　－新たに設定した評価基準をもちいて－
（抄）  
斎藤恵一，田浦勝彦，島田義弘，　東北大学歯学雑誌　 6 ( 1 ) : 62,1987
 32. 宮城県下の一農村地区住民における歯種別歯冠喪失状況について（抄）  
深瀬啓之，田浦勝彦，島田義弘，　東北大学歯学雑誌　 6 ( 2 ) : 135,1987
 33. 幼児歯科定期検診の方法と間隔についての研究（速報）  
田浦勝彦，千葉潤子，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　37( 4 ) : 388-389,1987
 34. 母親とその幼児の齲蝕並びに齲蝕活動生の関連について（抄）  
斎藤恵一，田浦勝彦，島田義弘，　東北大学歯学雑誌　 7 ( 2 ) : 168,1988
 35. 仙台市内保育園児における乳歯齲蝕の減少傾向について，　1977～78年と
1987年の成績比較（速報）   
田浦勝彦，千葉潤子，島田義弘， 口腔衛生学会雑誌　38( 4 ) : 382-383,1988
 36. 乳歯列における咬耗と不正咬合の関連について（速報）  
斎藤恵一，田浦勝彦，島田義弘，　口腔衛生学会雑誌　38( 4 ) : 526-527,1988
 37. 永久歯の平均寿命の算定について（速報）　  
深瀬啓之，田浦勝彦，島田義弘，  口腔衛生学会雑誌　38( 4 ) : 534-535,1988
 38. 青年男子における歯肉色素沈着と喫煙習慣との関連について（抄）　  
浅沼　愼，田浦勝彦，島田義弘，みちのく歯学誌　20( 1 , 2 ) : 81, 1989
 39. 日本人の永久歯平均喪失年齢における年次推移の男女差について一考察
（抄）   
深瀬啓之，田浦勝彦，島田義弘，　みちのく歯学誌　20( 1 , 2 ) :  7 - 8 , 1989
 40. 歯学部学生における歯肉色素沈着と皮膚色との関連について（抄）  
浅沼愼，田浦勝彦，島田義弘，　口腔衛生学会雑誌　39( 3 ) : 398, 1989
 41. 日本人の永久歯平均喪失年齢における年次推移について －歯科疾患実態調
査資料からの推測－（抄）  
深瀬啓之，田浦勝彦，島田義弘，　口腔衛生学会雑誌　39( 3 ) : 399, 1989
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 42. 日本人永久市の平均萌出時期の推定についての一考察（速報）　  
田浦勝彦，千葉潤子，島田義弘，　口腔衛生学会雑誌　39( 4 ) : 466-467,1989
 43. 歯学部学生における歯肉色素沈着と皮膚色との関連について（抄）　  
浅沼　愼，田浦勝彦，島田義弘，口腔衛生学会雑誌　39(4) : 502-503, 1989
 44. 宮城県下一農村地区の35～87歳住民における舌疾患の有病状況についての
一調査成績（抄）  
深瀬啓之，田浦勝彦，島田義弘，東北大学歯学雑誌　 8 ( 2 ) : 109,1989
 45. 仙台市内保育園児の皮膚色と歯肉色素沈着との関係について（抄）  
浅沼　愼，田浦勝彦，島田義弘，　東北大学歯学雑誌　 9 ( 1 ) : , 1990
 46. Method and interval of Periodic dental caries examination of Japanese Preschool 
children in Sendai   
Taura, K., 3 rd. WCPD Proceedings of the 3rd. World  Congress on Preventive 
Dentistry 120-122,1991
 47. Long term trends of mean tooth-loss of permanent dentition among Japanese 
adults.  
Fukase, H., and Taura, K. , 3 rd. WCPD Proceedings of the 3 rd.  
World Congress on Preventive Dentistry 280-282,1991
 48. 小児永久歯齲蝕治療推計費用に及ぼす予防手段の影響について（抄）　  
田浦勝彦， 第40回日本口腔衛生学会総会　口腔衛生学会雑誌　41( 3 ): 440-
441，1991
 49. 某高等専門学校の1975年～1991年度までの齲蝕有病状況の変化（抄）  
千葉潤子，高橋紀子，田浦勝彦，島田義弘 , 坂本征三郎，  
第41回日本口腔衛生学会総会　口腔衛生学会雑誌　42( 3 ) : 474-475,1992
 50. 学童における 4， 5歳時のフッ化物洗口法の経験の有無の影響について
（抄）  
中野典一，葭内顕史，板倉正大，田浦勝彦，坂本征三郎，  
第43回日本口腔衛生学会総会 　口腔衛生学会雑誌　44( 3 ) : 486-487,1994
 51. 宮城県一村における 1～ 2歳児乳歯保健対策について（抄）  
田浦勝彦，楠本雅子，坂本征三郎，第 6回日本口腔衛生学会東北地方会　  
口腔衛生学会雑誌　44( 3 ) : 355,1994
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 52. 保育所幼児における歯科保健管理について（抄）  
田浦勝彦，楠本雅子，坂本征三郎，第43回日本口腔衛生学会総会　  
口腔衛生学会雑誌　44( 3 ) : 355,1994
 53. 宮城県一村における 1～ 2歳児乳歯保健対策について（抄）  
田浦勝彦，楠本雅子，坂本征三郎， 第 6回日本口腔衛生学会東北地方会　  
口腔衛生学会雑誌　44( 3 ) : 355,1994
 54. 東北大学歯学部臨床実習における幼児歯科保健プログラムについて（抄）  
井川恭子， 田浦勝彦，浅沼　愼，岩倉政城，小澤雄樹，斎藤恵一，千葉潤子，
志村匡代， 渡辺聡子， 坂本征三郎，園部英俊，  
第 6回日本口腔衛生学会東北地方会　　口腔衛生学会雑誌　44( 3 ) : 
355,1994
 55. 永久歯齲蝕（ 5～24歳）推計治療費に及ぼす齲蝕予防手段の経済的効果  
田浦勝彦，坂本征三郎，坂本昌子 , Chester W. Douglass，  
第44回日本口腔衛生学会総会　 口腔衛生学会雑誌　45( 3 ) : 524-525,1995
 56. 乳幼児における乳歯う蝕の改善について（抄）  
田浦勝彦，楠本雅子，坂本征三郎，　第44回日本口腔衛生学会総会  
口腔衛生学会雑誌　45( 3 ) : 562-563, 1995
 57. 宮城県一農村における乳歯う蝕の改善について（抄）  
田浦勝彦，楠本雅子，坂本征三郎，　第49回東北地区歯科医学会  
みちのく歯学会雑誌　26: 9  - 10, 1995
 58. 仙台市内某高等専門学校男子学生におけるフッ化物配合歯磨き剤の利用状況
と齲蝕有病状況について（抄）  
楠本雅子，田浦勝彦，坂本征三郎，第 8回日本口腔衛生学会東北地方会  
口腔衛生学会雑誌　46( 2 ) : 110,1996
 59. 一矯正歯科医院における口腔衛生プログラムについて  
伊藤智恵，楠本雅子，喜多由佳，田浦勝彦，坂本征三郎，熊谷　崇，  
第45回日本口腔衛生学会総会　口腔衛生学会雑誌　46( 3 ) : 606-607, 1996
 60. Effect of Toothbrushing with 0.02% Sodium Fluoride Solution on Caries of 
Deciduous Teeth  
K.Taura, M.Kusumoto and S. Sakamoto,  2 ndAAPD Seoul, 1996
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 61. 一健康保険組合における歯科診療室の診療形態の比較－診療件数と診療点数
について－  
小澤雄樹，岩倉政城，田浦勝彦，押切邦中，坂本征三郎，  
第 9回日本口腔衛生学会東北地方会　口腔衛生学会雑誌　47:745,1997
 62. 一健康保険組合における歯科保健活動の効果（診療報酬請求点数の減少）  
小澤雄樹，岩倉政城，田浦勝彦，押切邦中，坂本征三郎，　第32回東北大学
歯学会　  
東北大学歯学会雑誌　17:102,1998
 63. 仙台市内 2幼稚園児のウ蝕有病状況の経年変化と予防方策について  
田浦勝彦，楠本雅子，王予江，坂本征三郎，  
みちのく歯学誌　28( 1 , 2 ) : 13-14,1997.
 64. 某高等専門学校男子学生の 4年間のウ蝕増量について  
田浦勝彦，王予江，楠本雅子，渡辺聡子，押切邦中，松坂朋典，坂本征三郎，
みちのく歯学誌　28( 1 , 2 ) : 15-16,1997.
 65. Gastrointestinal Absorption of Fluoride and Aluminum in Rats   
Kusumoto, M., Taura, K. and Sakamoto, S., 27th AADR  J. Dent. Res. 77 : 210, 
1998
 66. Dental student's knowledge and attitudes on fluoride for cavity prevention  
Taura, K. et al.,  The 3rd. Congress of the Asian Academy of Preventive 
Dentistry 51,1998
 67. Dental caries, dental visit and  dental needs of kindergartners in Nanchang, 
China  
Taura, K. et al.,  The 3rd. Congress of the Asian Academy of Preventive 
Dentistry  71,1998
 68. 咬合面小窩裂溝の初期う蝕診断法に関する検討－視診 /CPI探針・歯科用探
針の比較－  
小林清吾，田浦勝彦，磯崎篤則，山下文夫，　第48回日本口腔衛生学会総会
口腔衛生学会雑誌　49( 3 ) : 650-651, 1999
 69. わが国における永久歯う蝕治療必要度についての将来予測  
田浦勝彦，楠本昌子，坂本征三郎，坂本昌子 , Chester W. Douglass，  
第48回日本口腔衛生学会総会　口腔衛生学会雑誌　49( 3 ) : 672-673, 1999
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 70. 幼稚園保護者と歯科衛生士専門学校生のフッ化物に関する知識について  
田浦勝彦，磯﨑篤則，　第49回日本口腔衛生学会総会　  
口腔衛生学会雑誌　50( 3 ) : 613-614, 2000
 71. 宮城県内におけるフッ化物配合歯磨剤の利用状況  
井川恭子，田浦勝彦，千葉順子，丹田奈緒子，針生ひろみ，坂本征三郎，  
第50回口腔衛生学会総会　口腔衛生学会雑誌　51( 3 ) : 648, 2001
 72. 仙台市保護者と小児のう蝕に関連する価値観，知識と保健行動について  
田浦勝彦，塚田満男，村上正弘，坂本征三郎，　第50回口腔衛生学会総会  
口腔衛生学会雑誌 51( 3 ) : 586-587, 2001
 73. 仙台市内保育所幼児のう蝕有病状況の推移について  
田浦勝彦，井川恭子，齋藤恵一，小関健由，  
第15回日本口腔衛生学会東北地方会  岩手県盛岡市， 2003年 5月24日，口頭
発表
 74. 仙台市内保育所幼児のう蝕有病状況の推移について  
田浦勝彦，井川恭子，齋藤恵一，小関健由，  
第52回日本口腔衛生学会   福岡県北九州市， 2003年 9月25日 -27日  
ポスター発表（日本口腔衛生学会誌 53:497,2003）
 75. 幼児の食環境条件の乳歯う蝕に及ぼす影響  
熊谷利花，田浦勝彦，小関健由，  
第53回日本口腔衛生学会総会　岩手県盛岡市， 2004年 9月18日　ポスター発
表
 76. 中国江西省南昌市学童への齲蝕予防プロジェクト ( 2 )－学校歯科保健活動
における小学校低学年での窩溝填塞－  
木本一成，田浦勝彦，薄井司文歩，川村和章，有川量崇，小林清吾，平田 
幸夫，磯﨑篤則，荒川浩久，　第53回日本口腔衛生学会総会  
岩手県盛岡市，2004年 9月18日　ポスター発表
 77. 日本における集団応用でのフッ化物洗口に関する実態調査  
木本一成，晴佐久悟，山本武夫，葭原明弘，藤野悦男，志村匡代，  
田浦勝彦，磯﨑篤則，荒川浩久， 小林清吾，境　　脩，  
第53回日本口腔衛生学会総会 岩手県盛岡市，2004年 9月19日　ポスター発
表
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 78. 市町村の歯科保健担当者のフッ化物に関する知識・態度  
山本武夫，晴佐久悟，田浦勝彦 ，志村匡代，木本一成，井下英二，森木大輔，
境　　脩，  
第53回日本口腔衛生学会総会　岩手県盛岡市，2004年 9月19日　ポスター発
表
 79. The progressing status of school-based fluoride mouthrinsing program in Japan   
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田浦勝彦，デンタルハイジーン　15: 598-606, 1995
 6. 健全歯育成に活かしたい CO歯認定制度　－田浦論文を問題提起として受け
止める－  
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行
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 30. FDI・WHO ・IADRによる2020年の口腔保健目標　　世界の口腔保健状態の
不均衡是正へ  
田浦勝彦，松尾敏信，山本武夫，  
デンタルタイムス21，第468号　2004年 2月25日発行
 31. 「矯正歯科治療等における口腔衛生管理に関する提言」はトラブル回避にな
るか？  
田浦勝彦，　 DENTAL TODAY,  No.88  2004年 3月 1日号
 32. 第28回むし歯予防全国大会　温故知新　国と地域における口腔保健政策と
してフッ化物利用の優先を  
田浦勝彦，デンタルタイムス21，第482号　2004年 7月15日発行
 33. 「健康日本21」中間評価に向けて　日米口腔保健の比較  
田浦勝彦，晴佐久悟，山本武夫，  
デンタルタイムス21，第492号，2004年10月25日発行
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 34. 日本禁煙推進医師歯科医師連盟宮城支部　10年のあゆみ　1994～2004年  
日本禁煙医師連盟宮城支部，編集委員；田浦勝彦　　2005年 3月31日発行
 35. 米国水道水フロリデーション60周年記念シンポジウム　～最新版フロリ
デーションファクツ2005とフッ化物の全身応用～  
田浦勝彦， デンタルタイムス21，第521・522合併号，平成17年 8月25日
 36. 第12回世界禁煙デー・宮城フォーラム「禁煙はどこまで進んだか？」  
田浦勝彦，日本禁煙医師連盟通信　第15巻第 3号，2006年 8月10日，  
8～10頁 .
 37 報告　第12回世界禁煙デー・宮城フォーラム「禁煙はどこまで進んだか？」
田浦勝彦 ，宮城県歯科医師会報　No.347 2006. 7月 25,26頁
 38. すべてのたばこ製品は例外なく死を招く  
田浦勝彦，宮城県歯科医師会報　No.347 2006. 7月 26,27頁
 39. 山形県歯科保健計画　田浦勝彦，山形県　2006年12月
 40. 第30回むし歯予防全国大会　～30回記念大会の開催～　日本のフロリデー
ションをすすめるために  
田浦勝彦，　デンタルタイムス21，第521・522合併号，平成18年12月15日
 41. フッ化物洗口　49万人の子実施　900PPM濃度の早急に認可を  
田浦勝彦，教育医事新聞　2007年 5月25日号　第 9面
 42. 報告　第13回世界禁煙デー・宮城フォーラム「子供をたばこから守ろう！」
喫煙　男女とも歯学部生が高率　　医療系学生で  
田浦勝彦，宮城県歯科医師会報　No.361 2007年 9月30～32頁
 43. フッ化物洗口法　－歯科医師が担う 2つの役割－  
磯﨑篤則，田浦勝彦， 歯界展望　第113巻 第 5号 2009年 5月15日発行　929
頁～936頁
 44. 進めよう！宮城県内のタクシー全面禁煙  
田浦勝彦，第15回世界禁煙デー・宮城フォーラム　たばこと肺年齢　2009．
 45. 報告　世界禁煙デー2009年 5月31日　　すべてのたばこ製品に健康警告表
示を！  
田浦勝彦，宮歯会報 No.386 　2009年10月　25頁
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 46. フッ化物応用の開始年齢についてのコンセンサス　  
田浦勝彦，日本歯科ヘルスケア研究会誌　第12巻　第 1号　13頁～17頁，
2010
 47. 被災地（宮城県）での支援状況報告  
田浦勝彦 ,楠本雅子，相田　潤，  
NPO法人日本むし歯予防フッ素推進会議　No.35 2頁 , 2011年 5月発行
 48. 大震災を機に，「Going upstream」へ  
田浦勝彦，  
Lion Dent. File vol.18 page 5 , 2011年 7月31日発行
 49. 東日本大震災復興の足がかり　－公衆衛生的フッ化物利用－　  
田浦勝彦 , 相田　潤，楠本雅子，  
NPO法人日本むし歯予防フッ素推進会議　 No.36  4 , 5頁 , 2011年 7月発行
 50. 効果的なフッ化物洗口法とは？  
田浦勝彦，デンタルハイジーン vol.31 no. 9  964-967, 2011
 51. 広げようカリエスフリーの輪　－学校・園におけるフッ化物洗口（後編）－
小林清吾，有川量崇，田口千恵子，鶴本明久，佐久間汐子，田浦勝彦，葭内
顕史，滝口俊一，浪越建男，境　　脩，  
小児歯科臨床　第16巻第10号　2011年10月掲載予定
・　講演
 1. 「園から始めよう永久歯のむし歯予防」　こどもたちに健康な歯を！  
田浦勝彦，第17回旭川口腔衛生研究集会　道北口腔保健センター  
1992年 1月29日
 2. 健康の医学教室「歯の病気を防ごう」  
田浦勝彦，泉青年会議所　93年度 3月例会　黒松市民センター  
1993年 3月13日  
 3. 公衆衛生活動　集団歯科検診を再考する　－ことに児童・生徒を対象とした
齲蝕の検出についての基本的考え方とその問題点と対策－  
田浦勝彦，山形県歯科医師会館　1993年 9月29日
 4. 「フッ素あれこれ」　　田浦勝彦，山形県歯科衛生士会　1994年 2月 5日
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 5. 「むし歯予防教室」むし歯はなぜ出来るのか，本当にむし歯は予防できるの
か！フッ素って何？  
田浦勝彦，北上町中央公民館　1994年 2月12日   
 6. 組合せ上手は，効果上々  
田浦勝彦，東川町役場第会議室 3 F 1994年10月28日   
 7. 「生涯自分の歯で噛むために」　～虫歯と歯周病予防～  
田浦勝彦， 北上町中央公民館　1995年 1月22日
 8. 「歯の健康」について　  
田浦勝彦，　塩竈市東部保育所　1995年 4月22日   
 9. 「進めよう，フッ素の応用」　－その実践効果－　  
田浦勝彦，　江刺市保健センター　　1996年 1月26日   
 10. う蝕・歯周病に対するプロセス治療の基礎知識と実際  
田浦勝彦，（株）モリムラ内研修室（METビル）　1996年 4月20，21日   
 11. 歯周病とたばこ  
田浦勝彦，世界禁煙デー・宮城フォーラム　仙台福祉プラザ　ふれあいホー
ル　1996年 5月31日   
 12. 科学的手法による新しい患者管理  
田浦勝彦，第 3回　8020口腔保健講習会　愛知県歯科医師会館 4 Fホール　
1996年 6月20日
 13. 幼児期の歯の大切さ　田浦勝彦，　大和町宮床児童館　　1996年 7月 5日   
 14. う蝕の減少と脚気  
田浦勝彦，　九州歯科大学同窓会東北支部　ホテル佐勘　1996年 8月31日  
 15. 「フッ素によるむし歯予防は世界の常識」　－拡げようむし歯予防の輪－  
田浦勝彦，京都北予防歯科研究会　サンプラザ万助　1996年 9月 7日  
 16. 「歯科医師と歯科衛生士は真の住民ニーズにどう応えていくか」・・・最近，
オセアニアと北欧の歯科保健を視察して  
田浦勝彦，歯科医師と歯科衛生士の為の8020研修講演会．　旭川歯科医師
会・北海道歯科衛生士会旭川支部道北口腔保健センター　1996年10月17日   
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 17. 「歯科保健関係者は真の住民ニーズにどう応えていくか」  
田浦勝彦，上川中部地域歯科保健推進協議会　第22回歯科保健研究集会  
旭川グランドホテル 2 F　　1996年10月18日
 18. 町民による歯と口の健康に対する価値観の転換を！  
田浦勝彦，群馬県下仁田町研修会　下仁田町保健センター　1997年 3月19日 
 19. 歯の健康を守ろう      田浦勝彦，   光塩幼稚園　1997年 3月22日
 20. むし歯予防　米国の現状に学ぶ　（市民公開講座）  
田浦勝彦，旭川市トーヨーホテル　2002年 9月7日，  
日専連小樽　2002年 9月 8日　　
 21. むし歯予防におけるフッ化物の効果  
田浦勝彦， 歯科保健シンポジウム in 下仁田，下仁田町文化ホール　2003年
6月21日
 22. むし歯予防に協力しましょう  
田浦勝彦 ，仙台市私立幼稚園連合会研修会  
宮城県民会館会議室　2004年 2月23日
 23. フッ化物洗口実施の実際　「フッ化物応用推進研修会」  
田浦勝彦，東北大学歯学研究科講義棟 A棟　A 1セミナー室  
仙台市健康福祉局保健衛生部健康増進課  2004年 4月19日　　　
 24. 「歯の健康と喫煙について」  
田浦勝彦，小牛田町立小牛田小学校　 6学年教室　2005年 2月10日　 
 25. 「フッ化物によるう蝕予防の現状」  
田浦勝彦，名取市民体育館第二会議室　名取市教育委員会　2005年 2月18日
 26. 「フッ化物の利用」について  
田浦勝彦，前橋市総合福祉会館  
特定非営利活動法人群馬県歯科衛生士会　　2005年 3月 7日　
 27. 山形県歯周疾患検診市町村研修会  
田浦勝彦， あこや会館 べにばな会議室山形県健康福祉部保健薬務課2005年
3月16日　
 28. 「フッ素洗口でむし歯予防」  
田浦勝彦，双葉学園吉成幼稚園　2005年10月21日
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 29. 「おいしく食べて　元気はつらつ」  
田浦勝彦，下仁田町保健センター　ふれあいセンター　大会議室　2005年 
4月21日
 30. 「喫煙の害と禁煙のすすめ」　田浦勝彦，宮城県塩釜保健所　2006年 1月20日
 31. 「フッ化物の利用について（フッ素洗口の現状）」  
田浦勝彦，秋田県潟上市南秋田郡学校保健会（潟上市立大久保小）2006年  
2月16日
 32. 「無煙環境づくり～喫煙による健康障害～」  
田浦勝彦，東北文化学園専門学校　 2006年 7月11日
 33. 「幼児期の虫歯予防について」  
田浦勝彦，学校法人清野学園東仙台幼稚園　2006年 9月20日　
 34. 「う蝕に関する新たな歯科保健目標の設定」日本口腔衛生学会自由集会　  
新たなる歯科保健目標に向けてのフッ化物応用の推進  
田浦勝彦， 2006年10月 6日
 35. 「たばこはどうして体に悪いの？」  
田浦勝彦，高砂小学校　宮城野区保健福祉センター家庭健康課　2006年11月
16日
 36. 「21世紀の地域における歯と口の健康づくり」  
田浦勝彦，山梨県歯科医師会　2007年 3月 1日
 37. むし歯予防に使うフッ素の安全性と有効性  
田浦勝彦，フッ素洗口推進研修会　  
主催：秋田県平鹿地域振興局福祉環境部　2007年 8月21日 
 38. みんなで守ろうみんなの歯～生涯にわたる歯と口の健康づくり～  
田浦勝彦，学校法人清野学園東盛幼稚園　2007年 9月25日　
 39. みんなで守ろうみんなの歯　～生涯にわたる歯と口の健康づくり～　だれに
でもできる小さな努力で確かな効果  
田浦勝彦，はなぶさ幼稚園　2007年11月29日　
 40. むし歯予防に使われるフッ化物の基礎知識とフッ化物利用の歴史  
田浦勝彦，第 4回乳幼児歯科保健推進者養成研修　東北大学歯学部　  
2009年 1月27日．
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 41. 歯周疾患検診における精度管理と歯周疾患の全身に及ぼす影響  
田浦勝彦，山形県歯周疾患検診事業研修会・中間報告会　山形県歯科医師会
館　2009年 5月23日．
 42. 地域で守ろう子どもの歯　～歯と口の健康づくりとフッ素～  
田浦勝彦，登米市ボランティア講座　2009年 8月
 43. タバコの害　タバコは百害あって一利なし  
田浦勝彦，仙台高校 1年生　2009年 9月 9日　　
 44. 乳歯むし歯予防研修会  
田浦勝彦，山形県三川町2009年11月12日　山形県山形市　2009年11月26日
 45. フッ化物応用の開始年齢についてのコンセンサスを確立しよう．　ヘルスケ
アミーティング2010  
むし歯予防から「オーラルヘルス・マネジメント」へ  
田浦勝彦，日本歯科ヘルスケア研究会主催　東京建築会館ホール   2010年  
7月19日
 46. みんなで助け合うむし歯予防　フッ化物洗口の有効性と安全性  
田浦勝彦，秋田市教育委員会主催　秋田市　　2010年 7月29日　
 47. むし歯予防におけるフッ化物の応用（平成22年免許証更新研修会）  
田浦勝彦，東北大学歯学部　2010年 8月 4日　
 48. みんなで守ろうこどもの歯　  
－だれにでもできる　小さな努力で　確かな効果－  
田浦勝彦，第51回秋田市学校保健大会　秋田市　2010年 9月 4日
 49. こどもの歯と口の健康づくりを支援しよう！  
田浦勝彦，天童東村山地区学校保健大会　  
天童市健康センター　2010年10月28日
 50. 公衆衛生とフッ化物の応用 　－むし歯予防に使われるフッ化物の正しい理
解のために－  
平成22年度第 2回福島県地域歯科保健研修会 フッ化物応用支援研修会  
田浦勝彦　2010年11月 7日
 51. フッ化物洗口の有効性と安全性  
田浦勝彦，秋田市三師会　秋田キャッスルホテル　2010年11月 8日
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 52. 山形県乳歯むし歯予防研修会  
田浦勝彦，山形県米沢市　置賜総合文化センター　2010年12月 2日
 53. みんなで守ろうこどもの歯　一生自分の歯で食べるために　園から始めよう
フッ素洗口  
田浦勝彦，あっぷる保育園職員会　仙台市　2011年 7月 9日
 54. みんなで守ろうみんなの歯　生涯にわたる歯と口の健康づくり  
田浦勝彦，　仙台 YMCA幼稚園保護者会　仙台 YMCA  2011年 7月13日
 55. みんなで守ろうこどもの歯　一生自分の歯で食べるために　園から始めよう
フッ素洗口  
田浦勝彦，　亘理町内主任保育士会　宮城県亘理町　2011年 7月15日
・　その他
 1. 田浦勝彦：「くらしと歯の健康づくり」（ 2）生活環境の立場から  
第 7回全国歯科保健大会　シンポジウム　宮城県　1986年11月15日
 2. 田浦勝彦 : 「フッ化物の利用方法について」.高崎歯科衛生専門学校  
学校法人未来学園　2005/ 3 / 7　
 3. 田浦勝彦 : フッ素の利用による齲蝕予防（ニューブラン先生のスライド訳） 
仙台歯科医師会報　　第244号　10-14頁　　2006年12月
 4. 「日本におけるフッ化物製剤について」  
田浦勝彦，山形歯科専門学校　2006～2010　
 5. 「幼児期のむし歯予防と歯の健康づくり」  
田浦勝彦，仙台幼児保育専門学校　2007/ 2 /14　 
 6. 「治療から予防へ，歯と口の健康づくり」  
田浦勝彦 :宮城学院女子大学臨床実習オリエンテーション　2007～2011　
 7. 第30回むし歯予防全国大会報告  
う蝕予防のための公衆衛生的フッ化物利用 =フロリデーションをすすめる
ために  
田浦勝彦，ザ・クインテッセンス　Vol.26 no. 1  128頁 2007
 8. 第31回むし歯予防全国大会　in 沖縄　むし歯ゼロへの近道　フッ化物利用 :
田浦勝彦（大会実行委員）　沖縄県那覇市　2007年11月23日  
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 9. 現場で役立つ説得力のあるフッ化物の Q&A  
田浦勝彦，第34回むし歯予防全国大会 in札幌　北海道歯科医師会館  2010年
9月25日  
 10. フッ化物局所応用の効果的で安全な使用方法に関する合意　（シンポジウム
I）2　フッ化物洗口ガイドラインとその普及の推移  
田浦勝彦，第59回日本口腔衛生学会　朱鷺メッセ　新潟市　2010年10月 6日
 11. 水道水フロリデーション問答集　Q&A  
眞木吉信，小林清吾，田浦勝彦，  
吉川市フロリデーション推進協議会，吉川市歯科医師会，吉川市 ,　2011
